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二
〇
一
〇
年
三
月
一
日
と
二
日
の
両
日
、
立
命
館
大
学
の
衣
笠
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
研

究
会
の
共
催
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

初
日
は
五
名
の
報
告
と
そ
れ
に
基
づ
く
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
二
日
目

は
四
名
の
報
告
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
加
え
て
関
連
企
画
と
し
て
映
画

上
映
や
展
示
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
だ
っ
た
。
私
自

身
は
二
日
目
の
途
中
で
会
場
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
中
座
で
は
あ

っ
て
も
非
常
に
面
白
い
試
み
だ
っ
た
と
い
う
印
象
を
抱
い
て
い
る
。
そ
こ

で
全
体
の
報
告
記
と
し
て
は
不
完
全
で
は
あ
っ
て
も
、
初
日
の
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
と
し
て
の
意
見
を
交
え
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
・
レ
ビ
ュ
ー
を
記
し
て

お
き
た
い
。

イ
ベ
ン
ト
主
催
者
が
用
意
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
裏
側
に
は
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
に
関
す
る
趣
旨
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
次
の
よ
う
な
一

節
が
あ
る
。
「
日
本
で
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
と
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の

◎
イ
ベ
ン
ト
・
レ
ビ
ュ
ー

『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
と
ア
ヴ
ァ

ン
ギ
ャ
ル
ド

─
せ
め
ぎ
あ
う
「
物
」
と
「
身
体
」

の
一
九
二
〇
‐
三
〇
年
代

─
』

波

潟

剛

N
A
M
IG
A
T
A

T
suyoshi

関
係
は
、
ロ
シ
ア
革
命
初
期
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
建
設
に
お
い
て
ロ
シ

ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
と
同
じ
よ
う

に
は
展
開
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
ナ
キ
ズ
ム
は
も
と
よ
り
、
ダ
ダ
・
未
来

派
的
な
形
式
も
早
い
段
階
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

う
し
た
歴
史
認
識
を
い
っ
た
ん
中
断
し
て
み
れ
ば
、
何
が
見
え
て
く
る
の

で
し
ょ
う
か
」
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
に
お
け
る
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
芸
術
と
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
の
「
切
断
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
従
来
そ
う
い
う
見
方
が
支
配
的
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
今
後
、
研
究
の
う
え
で
ど
の
よ
う
な
「
接
続
」
が
可
能
な
の

か
を
探
る
の
が
イ
ベ
ン
ト
の
目
指
す
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
理
解
す
る
。

い
わ
ゆ
る｢

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術｣

と
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
」
が

日
本
で
成
立
す
る
過
程
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
西
欧
の
そ
れ
と
は
時

期
も
経
緯
も
異
な
る
。
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
で
の
ケ
ー
ス
が

特
殊
な
事
例
だ
っ
た
と
い
う
見
方
を
も
想
定
し
得
る
。
だ
と
み
れ
ば
、
そ

も
そ
も
日
本
で
は
ど
の
よ
う
な
文
脈
か
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
や
ア
ヴ

ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
が
受
容
さ
れ
、
普
及
、
定
着
す
る
に
至
っ
た
の
か
を

問
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
初
日
の
報
告
は
文
学
、
絵
画
、
演
劇
、

漫
画
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
新
た
な
「
接
続
」
に
向
け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な

提
案
が
な
さ
れ
た
。

一
人
目
の
報
告
は
木
股
知
史
氏
（
甲
南
大
学
）
の
「
回
覧
雑
誌
『
密
室
』

の
画
文
共
鳴

―
象
徴
主
義
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
通
路
を
め
ぐ
っ
て

―
」

だ
っ
た
。
一
九
一
〇
年
代
に
お
け
る
絵
画
、
版
画
な
ど
の
視
覚
芸
術
と
文

学
と
を
共
鳴
さ
せ
る
試
み
の
場
と
な
っ
た
創
作
版
画
誌
『
月
映
』
。
同
誌

の
刊
行
に
関
わ
っ
た
恩
地
孝
四
郎
、
藤
森
静
雄
、
田
中
恭
吉
ら
が
参
加
し



て
い
た
回
覧
雑
誌
『
密
室
』
に
お
け
る
「
総
合
芸
術
」
の
試
み
が
、
ア
ヴ

ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
前
史
と
し
て
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い
う
内
容
だ

っ
た
。
ま
た
、
無
意
識
へ
の
関
心
が
強
く
見
ら
れ
る
点
も
指
摘
さ
れ
、
シ

ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
い
っ
た
表
現
様
式
が
導
入
さ
れ
る
以
前
の
状
況
を
考

慮
し
、
日
本
に
お
け
る
象
徴
主
義
と
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
時
代
と
の
関

わ
り
を
再
検
討
す
る
重
要
性
が
喚
起
さ
れ
た
。

二
人
目
の
報
告
は
滝
沢
恭
司
氏
（
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
）
の
「
『
美

術
』
の
進
出

―
人
形
座
に
み
る
大
正
期
新
興
美
術
運
動
の
様
態

―
」

だ
っ
た
。
人
形
劇
と
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
と
は
意
外
な
組
み
合
わ
せ
に
も
見

え
る
。
だ
が
、
美
術
、
演
劇
、
舞
踏
と
い
っ
た
分
野
が
融
合
す
る
場
と
し

て
、
大
正
期
末
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
様
子
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
「
人
形
座
」
は
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
翻
案
か
ら
始
ま
っ

て
、
ウ
ィ
ッ
ト
ホ
ー
ゲ
ル
、
小
山
内
薫
、
岡
本
一
平
、
イ
ワ
ン
・
ゴ
ル
な

ど
の
作
品
を
上
演
し
、
象
徴
主
義
の
時
期
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
へ
、

そ
し
て
大
衆
的
人
形
劇
団
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
。
そ
の
変
化
も
興
味

深
か
っ
た
が
、
新
興
美
術
家
に
と
っ
て
は
舞
台
芸
術
の
貴
重
な
現
場
だ
っ

た
と
い
う
指
摘
に
も
新
鮮
さ
を
感
じ
た
。

三
人
目
の
報
告
は
足
立
元
氏
（
東
京
芸
術
大
学
）
の
「
漫
画
か
ら
み
る
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
」。
こ
の
報
告
で
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
と
エ
ロ
・

グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
と
が
、
「
革
命
的
理
念
」
／
「
変
態
的
欲
望
」
と
相

反
す
る
方
向
性
を
示
し
つ
つ
も
、
表
現
と
し
て
は
非
常
に
似
通
う
点
が
あ

っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
ゲ
オ
ル
グ
・
グ
ロ
ッ
ス
の
漫
画

を
通
じ
て
昭
和
初
期
に
柳
瀬
正
夢
が
導
入
し
た
裸
体
透
視
の
線
描
は
、
資

本
家
の
欲
望
を
暴
露
す
る
点
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
表
現
で
も
あ
り
、

資
本
家
に
寄
り
添
う
女
性
の
裸
体
そ
の
も
の
が
「
エ
ロ
」
の
表
現
そ
の
も

の
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
の
人
気
漫
画
家
小
野
佐
世
男
は
豊
満
な
女

性
像
を
描
き
続
け
た
が
、
同
時
代
的
な
「
物
」
へ
の
関
心
が
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
漫
画
家
た
ち
と
通
底
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。

四
人
目
の
報
告
は
野
本
聡
氏
（
法
政
大
学
中
学
高
等
学
校
）
の
「
自
慰
と
尖

端

―
『
マ
ヴ
ォ
』
と
そ
の
周
圏

―
」
と
い
う
刺
激
的
な
タ
イ
ト
ル
。

矢
橋
公
麿
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
品
「
私
の
オ
ナ
ニ
」
が
『
マ
ヴ
ォ
』
第
四
号

（
一
九
二
四
年
一
〇
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
点
を
手
が
か
り
に
、
「
自
慰
」
と
い

う
概
念
を
め
ぐ
っ
て
同
時
代
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
に
共
鳴
す
る
論
理
を

明
ら
か
に
す
る
試
み
だ
っ
た
。
女
郎
を
買
い
、
そ
し
て
殺
そ
う
と
す
る
こ

と
が
自
慰
行
為
で
あ
る
と
い
う
倒
錯
的
な
表
現
が
、
吉
行
エ
イ
ス
ケ
の
文

章
に
見
ら
れ
る
点
な
ど
を
紹
介
。
マ
ヴ
ォ
イ
ス
ト
や
そ
の
周
辺
の
作
家
た

ち
の
「
尖
端
」
的
な
実
践
は
、
主
体
を
解
体
し
性
の
越
境
を
試
み
る
野
心

的
な
取
り
組
み
だ
っ
た
が
、
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
的
側
面
を
克
服
で
き
て
い

な
い
の
で
は
と
い
う
疑
問
も
提
示
さ
れ
た
。

五
人
目
の
報
告
は
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
仕
掛
け
人
で
も
あ
る
村
田
裕
和

氏
（
立
命
館
大
学
）
の
「
首
の
な
い
体
／
字
面
の
な
い
活
字

―
印
刷
術
総

合
運
動
『
死
刑
宣
告
』
の
身
体
性

―
」
と
い
う
報
告
。
萩
原
恭
次
郎
の

詩
集
『
死
刑
宣
告
』（
一
九
二
五
年
）
は
、
日
本
に
お
け
る
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ

ル
ド
文
学
を
代
表
す
る
も
の
の
一
つ
。
そ
こ
で
駆
使
さ
れ
た
活
字
の
選
択

や
文
字
・
記
号
配
列
に
お
け
る
実
験
性
が
、
実
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

の
弾
圧
で
行
使
さ
れ
た
伏
字
の
文
面
が
伴
う
効
果
と
連
動
し
て
い
た
と
い

う
斬
新
な
視
点
を
提
供
し
た
。
伏
字
の
文
面
と
い
っ
て
も
印
刷
時
に
お
け

る
技
術
・
方
法
は
多
様
で
あ
る
こ
と
を
今
回
あ
ら
た
め
て
問
題
と
し
、
そ



こ
で
文
字
に
な
ら
な
か
っ
た
部
分
が
示
す
文
字
へ
の
破
壊
性
を
ア
ヴ
ァ
ン

ギ
ャ
ル
ド
と
接
続
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

五
名
の
報
告
に
引
き
続
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
「
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
」

で
は
、
私
が
以
下
の
四
点
を
ま
ず
コ
メ
ン
ト
し
た
。
一
、
当
時
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
芸
術
の
担
い
手
が
想
定
し
た
「
大
衆
」
と
、
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ

ン
ス
の
担
い
手
が
想
定
し
た
「
大
衆
」
に
違
い
は
あ
っ
た
の
か
。
二
、
エ

キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
い
う
点
か
ら
考
え
た
場
合
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
／

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
双
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
の

か
。
三
、
日
本
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
に
は
マ
チ
ズ
ム
的
要
素
が
共

通
し
て
見
ら
れ
る
の
か
。
四
、
西
欧
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
が
日
本
に
移

入
・
紹
介
さ
れ
る
速
度
と
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
が
日
本
に
移
入
・
紹
介

さ
れ
る
速
度
に
は
違
い
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
コ
メ
ン
ト
後
、
各
報

告
者
か
ら
の
回
答
、
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
疑
応
答
が
続
い
た
。

二
日
目
の
午
前
は
、
植
民
地
と
の
関
係
か
ら
二
人
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

一
人
目
は
楠
井
清
文
氏
（
立
命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構
）
の
「
『
亜
細
亜

詩
脈
』
と
い
う
場

―
一
九
二
〇
年
代
朝
鮮
に
お
け
る
詩
雑
誌
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

―
」
。
一
九
二
六
年
か
ら
翌
二
七
年
ま
で
「
京
城
」
で
刊
行
さ

れ
た
日
本
語
文
芸
雑
誌
を
対
象
に
し
て
い
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
福
岡

市
文
学
館
で
全
号
所
蔵
と
い
う
事
実
も
今
回
の
報
告
で
初
め
て
教
わ
っ

た
。
内
野
健
児
（
帰
国
し
て
か
ら
は
新
井
徹
名
で
活
動
）
が
創
刊
し
た
雑
誌
で
、

「
内
地
」
と
「
朝
鮮
」
と
の
文
学
者
が
連
帯
す
る
こ
と
の
可
能
性
や
困
難

さ
が
う
か
が
え
る
内
容
だ
っ
た
。
前
日
で
生
じ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
／

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
の
関
係
に
対
す
る
疑
問
と

つ
な
が
る
点
で
、
私
自
身
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
延
長
線
上
と
し
て
興

味
深
く
聞
い
て
い
た
。

二
人
目
は
ア
ン
ド
レ
・
ヘ
イ
グ
氏
（
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
大
学
院
）
の
「
『
不

逞
鮮
人
』
へ
の
ま
な
ざ
し

―
一
九
二
〇
年
代
初
期
の
左
傾
テ
キ
ス
ト
と

大
衆
メ
デ
ィ
ア
と
の
間
に
挟
ま
っ
た
コ
ロ
ニ
ア
ル
意
識
と
批
判

―
」
。

こ
の
報
告
も
「
内
地
」
と
「
朝
鮮
」
と
の
連
帯
を
模
索
し
た
日
本
人
作
家

の
考
察
だ
が
、
中
西
伊
之
助
が
マ
ス
コ
ミ
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
い
か
に

操
作
し
、
「
大
衆
」
を
味
方
に
つ
け
る
の
か
に
苦
心
し
た
の
か
と
い
う
点

に
注
目
し
て
い
た
。
新
聞
記
者
出
身
の
中
西
が
「
不
逞
鮮
人
」
と
い
う
語

を
小
説
の
題
名
に
選
択
し
た
の
は
、
当
時
そ
の
語
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を

に
ぎ
わ
す
語
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
指
摘
。
そ
の
う
え
で
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
だ
け
で
は
克
服
で
き
な
い
民
族
の
壁
が
作
品
に
描
か
れ
つ
つ

も
、
彼
の
思
想
が
朴
烈
・
金
子
文
子
ら
に
影
響
を
与
え
た
と
指
摘
し
た
。

私
自
身
が
参
加
し
た
の
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
映
画
上
映
・

プ
ロ
キ
ノ
と
能
勢
克
男
の
時
代

一
九
二
七
‐
一
九
三
七

ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
と
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
越
境
」
、
そ
れ
か
ら
、
午
後
の
報
告
、

佐
藤
洋
氏
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）
「
プ
ロ
キ
ノ
の
映
像
と
歴
史
を
い
か
に
継

承
す
る
か
？

―
プ
ロ
キ
ノ
の
フ
ィ
ル
ム
と
研
究
を
め
ぐ
る
歴
史

―
」
、

雨
宮
幸
明
氏
（
立
命
館
大
学
大
学
院
）
「
プ
ロ
キ
ノ
作
品
に
お
け
る
映
像
表

現

―
『
山
宣
渡
政
労
農
葬
』
を
中
心
に

―
」
に
つ
い
て
は
、
具
体
的

な
コ
メ
ン
ト
す
る
立
場
に
な
い
。
し
か
し
、
二
日
目
午
前
の
報
告
が
終
わ

っ
た
時
点
で
、
質
問
者
と
し
て
登
場
し
た
の
が
在
野
の
映
画
史
家
と
し
て

は
第
一
人
者
で
あ
る
牧
野
守
氏
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
プ
ロ
キ
ノ

に
関
す
る
話
題
で
午
後
も
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

関
連
の
企
画
展
示
「
小
型
映
画
の
芸
術

プ
ロ
キ
ノ
と
能
勢
克
男
の
時



代
」
も
、
小
型
映
写
機
パ
テ
ベ
ビ
ー
を
始
め
と
し
て
、
は
た
し
て
ど
こ
か

ら
集
め
て
き
た
の
か
と
い
う
貴
重
な
も
の
が
散
見
さ
れ
た
。
関
連
展
示
に

関
す
る
念
の
入
れ
よ
う
は
、イ
ベ
ン
ト
全
体
へ
の
意
気
込
み
と
も
重
な
る
。

報
告
者
の
選
定
や
、
企
画
上
映
、
展
示
の
ど
れ
を
取
っ
て
も
、
九
州
大
学

日
本
語
文
学
会
で
も
見
習
う
べ
き
点
は
多
い
。

今
後
、
関
連
企
画
を
継
続
し
て
論
集
の
刊
行
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と

い
う
。
私
も
何
ら
か
の
か
た
ち
で
ま
た
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
ひ
と
ま
ず
先
の
話
と
し
て
も
、
久
し
ぶ
り
に
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
関

連
の
話
に
耳
を
傾
け
る
機
会
が
あ
っ
て
正
直
良
か
っ
た
。
参
加
者
と
の
懇

親
会
で
、
自
著
の
説
明
を
し
よ
う
と
し
た
際
、
重
大
な
点
を
度
忘
れ
し
て

我
な
が
ら
絶
句
す
る
と
い
う
気
の
抜
け
た
状
況
の
「
私
」
に
は
。

そ
ん
な
個
人
的
な
レ
ベ
ル
を
差
し
置
い
て
も
、
政
治
的
前
衛
か
ら
見
た

芸
術
的
前
衛
、
そ
し
て
そ
の
逆
に
芸
術
的
前
衛
か
ら
見
た
政
治
的
前
衛
と

い
う
双
方
向
の
視
点
か
ら
あ
ら
た
め
て
歴
史
的
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
を
再

検
討
、
再
評
価
す
る
糸
口
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
実
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
だ

っ
た
。

な
お
、
参
考
ま
で
に
上
映
会
の
作
品
を
以
下
に
挙
げ
て
お
く
。

●
プ
ロ
キ
ノ
作
品
（
上
映
時
間
五
〇
分
、
サ
イ
レ
ン
ト
）

．
「
第
一
二
回
東
京
メ
ー
デ
ー
」（
一
九
三
一
）

1
．
「
ス
ポ
ー
ツ
」（
一
九
三
一
）

2
．
「
土
地
」（
一
九
三
一
）

3
．
「
全
線
」（
一
九
三
二
）

4
．
「
山
本
宣
治
告
別
式
（
東
京
）
」（
一
九
二
九
）

5
．
「
山
宣
渡
政
労
農
葬
（
京
都
）
」（
一
九
二
九
）

6
●
能
勢
克
男
作
品

（
上
映
時
間
三
五
分
、
サ
イ
レ
ン
ト

＊
一
九
九
五
年
サ
ウ
ン
ド
編
集
版
）

．
「
疎
水

流
れ
に
沿
つ
て
」（
一
九
三
四
）

1
．
「
飛
ん
で
ゐ
る
処
女
」（
一
九
三
五
）

2
．
「
土
曜
日
一
周
年
」（
一
九
三
七
）

3

（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
准
教
授
）


